
 

  

 

 

 

 

Ⅰ はじめに 

「主体的・対話的で深い学び」は、生徒に必要な資質・能力を育むための学びの質に着目し、授業

改善の取組を活性化していくための視点である。 

本校では、「幕別中学校教育グランドデザイン」に示された生徒に身に付ける資質・能力の育成に

向けた教育課程を編成するとともに、「PDCAサイクルを活用した学校改善プラン」をもとに学びの質

を高める授業改善へ組織的に取り組んでいる。 

また、「幕別町小中一貫教育」により、９年間の学びを見通した教育課程の編成を隣接する小学校

と本校の教員が一体となって取り組んでいる。 

 

Ⅱ 実践の概要 

１ 年間シラバス、単元シラバスの作成と活用 

「何ができるようになるか」「何を学ぶか」

「どのように学ぶか」が分かる、年間および単

元シラバスを作成し、授業で活用している。 

２ 「主体的・対話的で深い学び」の授業づくり 

校内研究を通して「主体的・対話的で深い学

び」の授業づくりを目指している。本校では、

ＮＩＴＳによる「実現したい子どもの姿（ピク

トグラム）」を授業で身に付ける資質・能力とし

て参考にし、学習指導案に位置付けている。 

３ 生徒による授業アンケートの実施 

生徒による授業評価を教科ごとに年２回行っ

ている。アンケート結果を各教科で分析すると

ともに、校内研究で検証・改善を図り、授業改

善につなげている。 

４ 小中一貫教育（まくべつ学園）の取組 

(１) まくべつ学園小中一貫カリキュラム 

９年間で身に付けさせる資質・能力を明確

にしたカリキュラム表を各教科で作成し、指

導に生かしている。 

(２) 乗り入れ授業の実施 

小学校において、算数70時間、外国語70時

間、体育70時間、音楽35時間乗り入れ授業を

実施し、中１ギャップの解消や学力向上に向

け、９年間の学びを育む指導を行っている。 

 

Ⅲ 実践の成果（○）と課題（●） 

○ 年間シラバスや単元シラバスを活用して生徒に見通しをもたせたり、主体的・対話的で深い学び

の授業づくりを推進したりしたことにより、全国学力・学習状況調査や授業アンケートで「授業が

よくわかる」と答えた生徒が各教科ともに９割近くになったことに加え、全国学力・学習状況調査

の平均正答率が前年度より上昇し、全国平均を上回った。 

● 小学校との連携をさらに深め、９年間で目指す子どもの姿の実現に向けて、授業改善の視点を共

有するとともに、成果と課題を教育課程の工夫改善に生かしていく必要がある。 

幕別町立幕別中学校 学級数６ (校長 喜多  敦) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達段階に応じた学習の重点 

 小学３・４年【外国語活動】 小学５・６年【外国語科】 中学１・２・３年【英語科】 

知
識
・
技
能 

■外国語を通して言語や文化について

体験的に理解を深める。 

■日本語と外国語との音声の違い等に

気づく。 

■外国語の音声や基本的な表現に慣れ

親しむ。 

■外国語の音声や文字、表現、言語の働き

等について、日本語と外国語の違いに気

づき、理解することができる。 

■４技能について、実際のコミュニケー

ションにおいて活用できる基礎的な技能

を身につける。 

■外国語の音声や語彙、文法、言語の働

き等について理解することができる。 

■それらの知識を、４技能について、実

際のコミュニケーションにおいて活用

できる技能を身につける。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

■身近で簡単な事柄について、外国語

で聞いたり話したりしている。 

■外国語で自分の考えや気持ちなどを

伝え合っている。 

■コミュニケーションを行う目的や場

面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄

について、聞いたり話したりしている。 

■音声で十分に慣れ親しんだ語彙や基本

的な表現を推測しながら読んだり、語順

を意識しながら書いたりして、自分の考

えや気持ちなどを伝え合っている。 

■コミュニケーションを行う目的や場

面、状況などに応じて、日常的な話題や

社会的な話題について、外国語で簡単な

情報や考えなどを理解している。 

■これらを活用して、表現したり伝え合

ったりしている。 

学
び
に
向
か
う
力 

■外国語を通して、言語やその背景に

ある文化に対する理解を深めようとし

ている。 

■相手に配慮しながら、主体的に外国

語を用いてコミュニケーションを図ろ

うとしている。 

■外国語の背景にある文化に対する理解

を深めようとしている。 

■他者に配慮しながら、主体的に外国語

を用いてコミュニケーションを図ろうと

している。 

■外国語の背景にある文化に対する理

解を深めようとしている。 

■聞き手、読み手、話し手、書き手に配

慮しながら、主体的に外国語を用いてコ

ミュニケーションを図ろうとしている。 

まくべつ学園エリア小中一貫カリキュラム概要 

（外国語活動・英語科） 

外国語活動・英語科でエリア児童生徒に育成を目指す資質・能力 

■知識・技能 ：基礎的な英語の知識やその背景にある世界の文化について理解するとともに、未来 

社会に目を向け、それらを実際のコミュニケーションにおいて活用できる力 

■思考力・判断力・表現力：コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じて、英語で簡単な情報や相手の考 

えを理解し、それらを活用して自分の考えを表現したり伝え合ったりする力 

■学びに向かう力、人間性：相手意識と協働協力性をもって他者と積極的に関わり、主体的に英語を用いて 

コミュニケーションを図ろうとする力 

エリア小中一貫教育目標 

未来を力強く生きる自立した子どもの育成 

～九年間を見通した教育活動の創造～ 

教科・学習活動の特徴 

外国語活動・英語科*の目標は、外国語に

よるコミュニケーションにおける見方・考

え方を働かせ、外国語による聞くこと、

（読むこと*）、話すこと、（書くこと*）の

言語活動を通して、コミュニケーションを

図る資質・能力を育成することである。外

国語活動では素地、小学校外国語科では基

礎と、学びの連続性を踏まえた指導を行う

ことで目指す子ども像に迫っていきたい。 

外国語活動・英語科で目指す子ども像 

自信をもって自分の考えを述べたり、相手意

識をもってやりとりをしたりする子ども。 

【「実現したい子どもの姿」を示した学習指導案】 

【まくべつ学園小中一貫カリキュラム】 


